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「児童学」に関連するさまざまな視点から、現代の子どもを取り
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人生の各時期の呼び方もいろいろある．1歳，2歳…と年齢で生育時間を表す仕
方もある．「子ども」から大人になる成長変化を「発達」という文脈でとらえる
研究は，児童心理学を中心に 19世紀末から盛んになり，20世紀後半には，さら
に老年期までの生涯にわたる人間の変化を発達ととらえ，発達心理学等の研究対
象となった．こうした発達観の普及とともに，家庭，学校，社会において，「子
ども」は発達に即してしつけるもの，教育する対象としてとらえられることが一
般的になった．
●遊ぶもの　「遊ぶ」とは，その行為自体が生存や生活に一般的な実利を与えな
いが，行為者が興味や関心をもって取り組むことであるとすると，「子ども」は
その意味でよく遊ぶ存在である．平安時代，『梁塵秘抄』において「遊びをせん
とや生れけむ，戯れせんとや生れけん，遊ぶ子供の声きけば，我が身さえこそ動

ゆる

がるれ」と詠まれたように，「子ども」はよく遊ぶ者として，大人の目に印象づ
けられていた．
　日本の幼稚園や保育所等において，「遊び」は「子どもの自発的な活動」とし
て尊重・重視され，乳幼児期の成長・発達は，子どもが十分遊ぶ中で，身体運動
能力，情緒，感覚，人間関係能力，想像・認知・論理・言語・創造等の力が総合
的に達成されていくものと考えられている．しかし，現代社会において，遊び場
や遊ぶ時間の減少，遊ぶ仲間関係の変化，テレビや電子機器によるヴァーチャル
な遊びの普及など，子どもの遊ぶ環境が著しく変化しつつあり，「子ども」の在
り方への影響が懸念されている．

　子どもの特質として，小さきもの，弱きもの，育ち育てる，遊ぶものという 4
点を挙げたが，大人から見て「子ども」は，同じ人間でありながら，また自分も
例外なく「子どもであった」にもかかわらず，周辺的かつ下等なものとして扱わ
れやすい．しかし同時に，上下関係とは別の，その「異質性」「他者性」によっ
てこそ，「大人であること（大人性）」の意味や，大人性の是非について問いなお
す契機，きっかけを与える存在であるともいえる． ［浜口順子］

　「子ども」は人間（多くの場合）の生涯の初期部分の存在を指す．「こども」「子
供」とも書く［註 1］．広辞苑によると，「①自分のもうけた子．むすこ．むすめ．
②幼いもの．わらわ［註 2］．わらべ．小児．まだ幼く世慣れていないことにもいう」
とある．つまり，「子ども」は，第 1に「親」の対概念，第 2は「大人」の対概
念である．
●小さきもの　「小さき者」「小児」という語が示すように，子どもには，大きさ
において「小さい」という特徴がある．仔馬や仔犬など，哺乳動物の子に対して
「仔」が使われることがあるが，「仔」は「仔細」という言葉が示すように，「細
かい，小さい」などの大きさを示す語である．「子ども」の身体の小ささは，単
なる大人の縮小ではなく，哺乳類の場合，子どもは頭の比率が体全体に対して大
きく，そのアンバランスが親や大人の愛着行動を引き出す（かわいいと思う）と
もいわれる．
●弱きもの　小さく，体の自由もきかず，病気感染への抵抗力も低く，大人への
依存によってしか生き延びようがない存在的弱さは，幼い「子ども」の特徴であ
る．乳幼児期の死亡率が高い国や地域は，アフリカをはじめとする発展途上国に
多く，欧米や日本の死亡率は低い．これは，周産期の保健衛生に対する意識の低
さや，社会的貧困，社会政策の遅れ等による影響も大きく，「子ども」自身の弱
さによるものだけが原因とはいえない．
　「7歳までは神の子」「6つ前は神のうち」などの言い伝えは，その年まではい
つどのように他界に戻されても仕方のないものだという，親や大人たちの考え方
が反映されている．ここには 6～7歳まで生きながらえばどうにか生きていける
という意味や，それ以前であれば，間引きなどであの世に帰しても罪はないとし
た心性もうかがえる。「子ども」が親や大人によって生殺与奪を握られる弱い存
在であり，親子心中や虐待による死亡事故など，過去の問題とはいえない．
●育ち育てるもの　胎児期にある人を「子ども」と呼ぶか，人間とみなすかは，
多様な考え方がある．また胎児，新生児，乳児，幼児，児童，青年，成年…など，

註 1 文部科学省では，2013年 6月から公用文において用いられる表記を「子供」に統一した．
註 2 古くは同義語として童（わらわ，わらべ）が用いられていたが，これは「頭髪がわらわらと乱れ

たありさま，すなわち髪型に由来する語ともいわれて」いる．また，「子ども（供）」は従者や使
用人を呼ぶ場合もあり，古くは，歌舞伎の若衆や遊里の遊女の呼称でもあった．（本田和子，「子
ども（供）」『世界大百科事典』，平凡社，2005）
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●「子どもの価値」の高まりと大人─子ども関係の逆転　エレン・ケイの『児童
の世紀』（1900）に代表されるように，20世紀に入り「子どもの価値」は高まった．
「子どもが権利をもつとき道徳が完成する」という言葉に触発されたケイは，社
会改革の鍵は「子どもが親を選ぶ権利」にあり，それは自由恋愛と優生学に基づ
く「種の改良」によって実現可能であると主張した．親子関係に新しく「権利」
概念を持ち込んで力関係を逆転させ，子どもは親より優位に置かれるべきだとす
る発想は画期的で，子どもを「豊かな可能性を秘めた輝ける未来の象徴」として
称える 20世紀前半の楽観的な進歩志向を後押しした．
　20世紀の自然科学の隆盛は新しい子ども観の形成に少なからぬ影響を及ぼした．
自然科学の方法論は 19世紀末に勃興した児童研究運動にも応用され，子どもは「一
個の客体」として「観察・記録・実験・調査・測定するための対象」と化した．
進化論は児童研究の中でも心理学の成立を促し，子ども期とは生物として「原初
の単純な状態」から「より高度で複雑な段階」へ移行する過程，つまり「未成熟
から成熟へ，依存から自立へと不可逆的に発達を遂げる期間」という認識を定着
させた．児童研究によって得た子どもの能力や個性，発達の原理と法則，発達を
規定する環境的影響と遺伝的要因，障害や病気に関する実証的なデータは，育児
の合理化，公教育制度の確立，子どもの健康と生活環境の改善，児童労働の規制，
母子保健政策などの改革を推進する上で，有力な根拠として重用された．
　このことは，子ども理解と子どもの問題解決にあたり，宗教や道徳，世代間で
継承されてきた知恵や経験，地域共同体の伝統よりも「科学的方法論」に信頼が
置かれ，親や当事者よりも教育学・心理学・小児医学・児童保護・社会政策など
の「専門家」の見解が容認され，彼らの介入が歓迎されるようになったことを意
味した．例えば 20世紀以降の育児書は，「科学の専門家」によって執筆されるよ
うになるのが大きな変化だが，行動主義心理学が台頭した 1920年代後半は，条
件反射の理論に基づき，生後間もない段階から授乳・睡眠・排泄・入浴・運動の
すべての領域で，個人差を無視した時間厳守による規則性と訓練による習慣形成
が強調され，1940年代以降は一転して，フロイト，ゲゼル，ピアジェ，ボウル
ビィなどの理論を通俗化・大衆化した「寛容の子育て」が主流となり，子どもの
身体管理よりも「心理的ケア」を重視し，特に「楽しみながら」母子が親密で暖
かな関係を築くことが要求された．ここから示唆されるように，育児書の科学化
は，親を学説の流行に翻弄し，親子関係における親の自律的な判断や裁量を奪っ
て子育てに自信を失わせ，「専門家」に対する依存を増幅させることになった．

●子ども期への子どもの囲い込み　子ども期の発達特性や学習方略に関する科学
研究の進展は，教育改革の動きとも結びついた．20世紀初頭，教師主導で子ど
も集団に対し，特定の知識や価値観・行動様式を一方的に伝達・注入する学校教
育のあり方に批判が高まり，子どもの自発的な興味・関心や学習意欲を尊重し，
子どもの自己活動を導入する新しい教育実践が模索されるようになった．この傾
向に対して，教育が「教師中心」の「教え込み」から，「子ども中心」で「自ら
学ぶ」方向へと好転したとの評価がなされることが多い．しかし，その背景には
帝国主義時代の到来で，旧来の画一的で抑圧的な教育では国際間の競争に打ち勝
つ有能な人材を輩出できないという，切迫した政治的要請があり，民主主義的価
値観の涵養においても，地域社会の一構成員である子どもの積極参加と声を求め
る機運があったとされる．教育現場では，発達途上であるゆえに大人による管理・
指導・訓練を全く放棄するわけにはいかないものの，一個の独立した人間として
有する主体性や学習意欲の啓発こそが発達の要，ひいては社会改革の要となるこ
とから，「教師中心」の「教え込み」と「子ども中心」で「自ら学ぶ」の間で，
微妙なバランス配分が求められていった．
　20世紀が「児童の世紀」と呼ばれる所以に，乳幼児死亡率の高さ，親の養育
放棄や虐待，児童労働，貧困家庭の子どもの発育の悪さ，少年非行に対して国家
が強い危機感をもち，宗教団体や篤志家の慈善事業と並び，子どもの救済と保護
のための法的な規制と公的な処遇を本格的に開始したことが挙げられる．産業革
命期の過酷な工場労働や炭鉱労働の実態，煙突掃除の子どもの悲哀を知る限りで
は，児童労働の規制は「脆弱で傷つきやすい」子どもの生命と身体に福音をもた
らした歴史の前進と受け止められる．過去何百年もの間，子どもは「生計を担う
労働力」として「大人と同列」に扱われてきたが，「子どもだから働かなくてよい」
という特権が付与されたために，子どもが大人になるまでの猶予期間が延伸した．
労働の場から解放された子どもの居場所は家庭か学校か遊び場になり，子ども期
は「遊び学ぶこと」に集約される．さらに子どもの価値は，「労働経済性」から「子
どもとして存在することそれ自体」に代わるが，親が「情緒的満足」を充たそう
と，「子どものために」を方便に過剰な期待を寄せることにもつながった．
●子ども期の境界の融解　子ども期の健康や教育が子どもの人間形成と将来の生
活を左右する重要なものだという認識が広く共有されるようになった結果，子ど
もは親が「愛情と金を注ぎ込む」対象へ，「労働力」から「消費者」へとスライ
ドしていった．教育的な環境を整え物質的な豊かさで子ども期を満たすことが，
子どもへの愛情を直接的に示す証となり，玩具，教材，文房具，絵本・児童文学，
子ども服，子ども部屋，菓子など子ども用品の市場＝子ども文化が拡充する．20
世紀のグローバルな資本主義の趨勢は「消費者」としての子どもを創出したが，
子どもは需要側に留まらず，その大人とは異なる嗜好や要求が商品開発を促し経

20世紀以降の子ども観の変化
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と「終期」「生命の質」「生死の選択基準と方法」「親子関係」の定義をめぐり大
きな混乱と価値観の対立を招いている．子どもという存在は，社会にとってどの
ような意味をもつものか，「生まれてくる子ども」の視点を加えた議論を進めな
ければ，大人の利害中心で加速する科学の暴走を食い止められないだろう．
　また，ユビキタスとヴァーチャルの融合が進むネット社会において，「実存の
わたし」の周辺で集積されている「情報としてのわたし」が「わたしの生」のあ
りように大きく作用している．現実と仮想が連動し浸食しあう時空で「子どもが
子どもらしく生きる」ことは可能か，「人間が人間になること」はどういうことか，
既存の教育学的発想や道徳規範を超えた人間形成モデルの構築が求められている．
　さらに，資本主義の拡張が子どもの「消費への欲望」をも扇動し，市場原理が
子どもの「健全育成」や「教育的配慮」をなし崩しにしている．特に日本の場合
は，市場が創案する「かわいい」文化＝「未熟さや幼稚さを賞賛する」文化が世
代間で肯定的に享受され，「大人になること」の意味や「大人と子どもの境界」
が曖昧になっている．この功罪も突き止めなくてはならないだろう．
 ［首藤美香子］
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済を活性化させる点で，供給側を操作する力を持っていく．しかし，いずれにせ
よ，子どもとは一家に「モノや金をもたらす者」ではなく「手や金がかかる者」
に代わり，親は子育てにどれだけ投資するか，教育効率やリスクに基づく生活設
計を余儀なくされる．労働の場からの子どもの隔離は，大人の利害や欲望から子
ども期が「汚れない」ようにするためのものでもあったが，結局のところ，子ど
もの生活は市場原理に浸食された．
　映像文化と情報メディアの進歩も子ども期のあり方を大きく変えた．印刷文化
が主流の時代は，文字の読み書きの基本に始まり，高度な読解力・表現力を有し
ているかが子どもと大人を明確に区分する指標で，大人になるためには時間をか
けて技能の反復練習と読書経験を積む必要があった．ところがテレビや映画，漫
画，インターネットの時代は，アクセスに特殊な技能は要さず，誰もがいつでも
どこでも手軽に，同じ知識や情報を入手できるようになった．そのため，性や暴
力といった「早くから子どもに触れさせたくない」として大人が注意深く排除し
てきたものが制御不能なまま日常に侵入し，子ども期の「平穏や安全」を脅かす
こととなる．さらに，映像文化の氾濫は視覚刺激に俊敏に反応できる子どもに有
利で，また情報処理の技術革新に対しても，大人より環境適応能力に優れる子ど
もの方が早く追いつき，使いこなせるようになるため，大人の権威の低下を招く
ことにもなった．かつて大人を大人たらしめていた要素，すなわち知識量の多さ，
理解の深さと確からしさ，技能の高さは，情報化社会ではもはや無効となりつつ
ある．
　1989年に国連採択された「児童の権利条約」もまた，子ども観を動揺させた．
本条約は，子どもが生まれ育つ地域や社会文化的条件に関係なく 0歳から 18歳
までを一律に子ども期とし，子どもを「権利に関する行使主体」とみなし，特に
意見表明権を認めた点が大きな特徴である．心身ともに未熟で判断能力や経験が
不足しているがゆえに，特別な配慮を要するとして大人から「分離」されてきた
子どもは，自らの「最善の利益」のために問題解決の決定権をもつ「独立した主
体」であると承認されたことにより，大人と「対等」の関係にまで「接近」して
きている．
●子ども期の未来　21世紀に入り，子ども期は新たな局面を迎えた．先進諸国
では，人口構造上の大きな変化として超少子化，出生率の低減という国家の存続
さえも揺るがしかねない事態が進行中で，近代家族形成後「私事化」されてきた
子産み・子育て，「親の所有物」としての子ども観の脱却が迫られている．「児童
の世紀」から逆行するかのように深刻化する子どもの貧困と教育格差，不健康，
差別，児童虐待などの問題解決に向けて，子産み・子育ての「公共化」への模索
がなされている．
　生殖補助医療と出生前診断，臓器移植における技術革新は，子ども期の「始期」

1．子どもとは 20せいきいこうのこどもかんのへんか　　131．子どもとは12　　20せいきいこうのこどもかんのへんか
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1. 子どもとは
子どもとは／「子ども」の多様なとらえ方／子ども観の歴史 ほか

2. 子どもと現代の生活
現代の生活環境（1）親子関係／現代の生活環境（2）家庭教育･保育／現代の生活環境（3）子どもの消費環境 ほか

3. 子どもと成長：誕生から思春期まで
生涯発達における子どもの発達／胎児から誕生までの発達／統計でみる乳児期の発達 ほか

4. 子どもと家族・家庭
変容する家族と子育ち・子育て（1）子ども観・子育ての変化／変容する家族と子育ち・子育て（2）現代の家族に関わる法制度／
多様な家族と子育ち・子育て  ほか

5. 子どもと人間関係
家庭内の人間関係／仲間・友人関係／先生との関係 ほか

6．子どもと健康：衣食住，看護，性
子どもと衣生活（1）乳児の衣服／子どもと衣生活（2）子どもの衣服 ほか

7．子どもと保育・教育
保育・教育を取り巻く状況（1）少子化時代／保育・教育を取り巻く状況（2）多文化共生社会／保育・教育を取り巻く状況
（3）待機児童 ほか
8．子どもと遊び
遊ぶことの意味：子どもはなぜ遊ぶのか？／遊びの学術的意味／遊びの歴史的変遷 など

9．子どもと文化
子ども文化とは何か／育児玩具／固定遊具 など

10．子どもと福祉
子どもの権利／子どもの福祉に関わる法律／子どもの福祉に関わる制度 など

11．特別な配慮が必要な子ども
子ども虐待／発達障害／情緒障害 など

12．子どもの研究法
質的研究（1）観察法／質的研究（2）面接法／質的研究（3）記述法 など

●付録Ⅰ　子どもに関する法律・制度 　 ●付録Ⅱ　子どもに関わる各種統計・国際比較等 

児童学事典 日本家政学会 編　吉川はる奈 編集代表

　子どもを取り巻く状況が変わってきているといわれています．
それにともない子どもたちのからだの健康，心の健康を危惧する
不安な声が聞かれます．
　「人間はだれもが母から誕生し，子ども時代をすごし，そして成
長し続けていく」この部分は同じです．だれもがみな，子どもであ
る時間を過ごしますが，「子どもであることを存分に楽しみ，豊か
な時間を過ごすこと」，そのような当たり前の環境が維持できなく
なっています．
　日本家政学会は，人間の生活を多様な角度から追究していく分
野，家政学を研究する者の学術団体です．その中で児童学部会
は，今日の複雑化，多様化する社会の中の子どもについて，学際
的，多面的なアプローチで研究をすすめてきました．キーワードは

「子どもの視座から，子どもを理解する」「生活する子どもの姿に
学ぶ」．子どもが充実感をもって生活し，自立できる社会，子どもの
生活の質の向上に寄与できる活動を目指しています． 
　本事典は，「子ども」を切り口に，発達，保育，教育，福祉，看護，医
学，心理学など多くの学問分野における関心事項，重要事項を解
説する「中項目事典」です．各項目を2 ページまたは4 ページの見
開きで解説し，学びのスタートに活用していただくなどだれもが
興味・関心を広げることができる内容を目指しました．子どもの概
念，生活，成長，家族や人間関係，遊び，文化，福祉，支援，研究法に
至るまで，付録の子どもに関連する法律等，子どもに関する広範
な知識が集約されています．どうぞ関心をもたれている分野から
ご活用ください．
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